
１　経済動向に係る企業等の声（1-3月期）

地域の経済動向（令和7年1-3月期）
《十勝地域》

（十勝） 

【建設業】 

・ エネルギー価格高騰により砂利や生コンクリートの価格が値上がりし仕入れ価格が増加している。

値上がり始めたのはコロナ後。コロナ禍は仕入れ価格が安く売上が増加していた。また、リモートワ

ークスペースの設置、玄関に手洗い場を新設などコロナ禍ならではのリフォーム工事の発注が多くあ

った。資材価格の高騰や住宅ローンの金利上昇による住宅や賃貸マンションの着工件数が減少してい

るため、今期の住宅基礎工事の売上が前期比で半分ほど落ちている。特に賃貸マンションは利回りが

低下しているため低調。（建設業） 

・ 売上の半分以上を占めていた住宅基礎工事の売上が減少しているため、別の事業を成長させる必要

や財務面を見直す必要があると感じており、今回、支援センターのよろず支援事業を利用して財務面

を見直すことができた。（建設業） 
 

【製造業】 

・  車載リレーや EVリレーなど、車輌に使われるリレーを製造しているが、EV車の普及は事業の拡

大に繋がるため、近年は売上げが上昇基調。ただ、中国メーカーの安価な代替品の普及は脅威。（製

造業） 

・  銅やプラスチックなど原材料価格の上昇、電気料金の引き上げがかなり厳しい。価格転嫁をする

ため、取引先の自動車メーカーや部品メーカーとは常に交渉が行われている。（製造業） 

 

【卸売・小売業】 

・  物産展での売上が大半を占めるため、コロナで物産展が無くなったときは売上が落ち込み倒産も

考えていた。従業員が誰も退職することなく残ってくれることがわかったため、倒産せず無利子融

資や雇用調整助成金でなんとか耐えていた。 

 今は原材料高騰の影響を大きく受けている。物産展に出展するための輸送費や職員の旅費、また

商品の包材やパッケージのインク代といろいろなものが値上がりしている。 

 輸送費は昨年３回値上げされ、包材も約 20 円値上がりした。また原料の野菜も近々値上げする

と連絡があったところ。 

 昔は物産展に参加した際、百貨店などから旅費の支援があったが、現在は無くなり、逆に出展に

係る手数料が増加している。日本全国で開催されている数多くの北海道物産展に参加しているため、

物産展に参加するたびに購入しにきてくれるリピーターが各地にいる。１回の出展で約 500万円の

売上も記録できたこともあった。 

 近年、各地で百貨店の閉店が続いており、今後も閉店が続かないか不安。藤丸の催事に出展して

いたことやお歳暮・お中元にも商品を出していたため、藤丸閉店は影響があった。その分も補填す

るために、帯広市の飲食店と共同でお歳暮・お中元の商品を開発中。 

 価格転嫁はできているが、さらなる値上げもしたいところ。ただ、一部の取引先からは違う会社

に変えると言われた。（食品卸売） 

・  コロナ禍で借りた融資について原材料高騰などの影響から返済が大変。（食品卸売） 
 

【サービス業】 

・  コロナ前の水準には回復していない。国内客、海外客ともに個人旅行が進んでいることも一因と

考える。金・土曜日はどのホテルも予約で埋まっていることが多いが平日は空きがある。（観光協会） 

・  継続的なプロモーションの効果や新千歳、旭川空港の国際線増加などによりインバウンドが伸び

ている。今年の夏場は韓国へのプロモーションが実り団体等のゴルフが好調だった。（令和５年度約 

1,500 人→令和６年度約 3,000 人）インバウンドが伸びていることで、コロナ前ピーク(2018 年)と

比較して売上げが 25％アップしている。しかし、国内客・道民は道民割りの反動や物価高による消

費控えからか低調。（宿泊業） 

・  ホテルの稼働率が年間平均では 60％程度。４～６月と 11月は厳しい。（宿泊業） 

・  国内団体旅行が減っている。（観光協会） 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

R6-Ⅲ R6-Ⅳ R7-Ⅰ

帯広信用金庫

R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

低調

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査の結果、地域企業の次期の景況見通しにつ
いては△16 と、今期比改善が見込まれるもの
の、燃料および仕入コスト高、人件費負担等に
より収益面軟調な状況が続くと予想されること
から「変わらない」と判断した。

帯広信用金庫

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査における全業種総合による業況判断 DI が、
前期比 5 ポイント悪化の△21 となったことから
「やや低調」と判断した。生乳生産は堅調に推
移しているが、製造業の業況判断 DI は今期△
29 と、小幅ながら改善したものの低水準である
ことを踏まえ、生産動向は前期同様、「やや低
調」と判断した。小売業の業況判断 DI は今期
△29 とやや改善したものの、サービス業（宿泊
関連）の業況判断 DI が前期比大幅に下降した
ことから、消費動向は「やや低調」と判断した。

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（1-3月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額】 【有効求人倍率】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数】 【新設住宅着工戸数】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額】 【航空機利用による来道者数】
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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